2008年1月24日

在日本米国大使館

ジョン・トーマス・シーファー　大使　様

強制連行・強制労働犠牲者を考える北海道フォーラム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　共同代表　席　占明　（北海道華僑総会）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　殿平善彦　（浄土真宗本願寺派一乗寺）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　古賀清敬　（日本キリスト教会）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薛　鎭鐵　（在日本大韓民国民団北海道本部）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蔡　鴻哲　（在日本朝鮮人総聯合会北海道本部）

日本占領下においてGHQが預った朝鮮人未払金の行方調査のお願い

　私どもは本願寺札幌別院（北海道札幌市）に、戦後、未返還のまま寺院納骨堂に残されてきた101体の朝鮮人、中国人強制連行犠牲者の遺骨の存在を知ったことから、遺骨問題の解決のために2003年2月に結成された市民団体です。今日まで、北海道において発見された未返還遺骨の発見と、遺骨のご遺族への返還に取り組んできました。

　２００４年、室蘭市輪西光昭寺（浄土真宗本願寺派）に3体の朝鮮人犠牲者の遺骨が残されていることを知り、調査を進めてまいりました。その結果、3体のご遺骨は1945年7月15日、米軍の艦砲射撃が室蘭市内を攻撃した時、日本製鐵坑内に落下した砲弾によって死亡した日鐵徴用朝鮮人労働者の遺骨であることが判明しました。私たちは、ご遺族にこれらの遺骨を本年2月下旬にお返しすべく取組みをすすめております。

犠牲者の名前は

・鄭英得（チョン・ヨンドク）さん【創氏名・松田芳夫】1929年生まれ　死亡時　16歳

・李廷基（イ・ジョンギ）さん　　【創氏名・朝本延基】1929年生まれ　死亡時　16歳　

・具然錫（ク・ヨンソック）さん　【創氏名・都元栄治】1928年生まれ　死亡時　17歳

　であります。

　韓国在住の遺族から私たちは、これら故人の未払金について自分たちは未だ受取っていないが、そのお金がどうなっているか、その行方について調査を依頼されました。

　私たちが調べた限りでは、それらの未払い金は、1946年7月２９日　在室蘭進駐軍司令部に通知し、軍政府司令官フアレン中佐の指示により、日本製鉄輪西製鉄所より安田銀行小切手で、第11空挺師団室蘭駐在パァー中尉に手渡されたままになっている様です。

GHQは、1945年 10月29日付覚書「日本の炭鉱における朝鮮人労働者の預貯金及び賃金の朝鮮での支払いについて」で、朝鮮へ送金或いは日本銀行の特別口座に預金することを命じています。

1946年3月11日　北海道地方軍政部の第74軍政中隊は、北海道内の炭鉱などから回収した朝鮮人未払い賃金や預貯金など合計2,059,817円16銭を日本銀行本店のGHQ口座に送金しています。

「連合軍預託金口座」は、SCAPの1946年3月1日付覚書「日本銀行にSCAP名儀の勘定を開設する件」（SCAPIN－638A）に基づく大蔵省通達により，SCAPの管理勘定として，日銀における「特別預金勘定」の中に「運合軍預託金口座」を開設したものです。

「連合軍預託金口座」には，連合国軍からの持込現金（日銀券，補助貨，小切手，手形など）のほか，帰還朝鮮人等朝鮮関係資金，飽偲政権関係資金，解散団体資金，ドイッ人関係資金，外国著作権の使用料等が預入されました。

「連含軍預託金口座」の残高は，1946年3月31日現在，898万7，427円，1952年2月末現在，114万6，375円となっていたが，1952年2月20日付SCAP覚書により，上記残高は賠償庁の保管金に振り替えて残高ゼロとなり，さらに，3月1日付SCAP覚書に基づいて4月10日に同口座は廃止されました。

　しかし、日本製鉄輪西製鉄所が室蘭で米軍に預けた、朝鮮人595名分の未払金、173,798円47銭については、1949年1月28日時点ではまだ処理されておらず、連絡調整中央事務所から在室蘭進駐軍から返還を受け、東京銀行本店の為替勘定に送るよう日本製鉄輪西製鉄所に指示があり、また、日本製鉄輪西製鉄所の継承会社である富士製鉄株式会社の記録によると、その時既に在室蘭進駐軍は撤退しており、返還は受けられなかった模様で今日まで推移していると考えられます。

　つきましては、当該金銭が、日本銀行に送られたかどうかについて日本銀行に対しに調査をしていただきたくお願い申し上げます。
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